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予算審査

一般会計　総務費

秘書広報課長

地域力創造アドバイザー制

度を活用し、専門家を招き

広報誌のリニューアル、Ｓ

ＮＳの強化などすべての媒

体にかかわる。

広報アドバイザー業務委託

料の内容は？

一般会計　商工費

産業振興課長

R4から始まったツリーラ

ンエリアは外国人を中心に

利用者が増加。来シーズン

は4コースに増やす予定で

圧雪車も更新予定。

ピヤシリスキー場ツリーラ

ンエリアの整備計画は？

一般会計　総務費

デジタル推進担当参事

時間や場所を気にせず行政

手続きをパソコン・スマホ

で完結できる「手のひら市

役所」を目指す。

市民サービスオンライン化

事業の最終目標は？

一般会計　土木費

都市整備課管理係長

名寄公園では倒木の危険が

ある30本を伐採、382本

を点検した。

公園の樹木の管理や水遊び

場の維持補修の内容は？

都市整備課長

水漏れ、ポンプ破損が原因

で修繕に多額の費用が掛か

る。需要度などを把握し復

活させるかを含め検討した

い。

一般会計　商工費

物価高騰支援対策でヨロカ

ポイントを1世帯7,000ポイ

ント付与の時期は？

産業振興課主査

5月中に全世帯に郵送で通

知し6月からの1か月で給

付を行う。広報、市ホーム

ページで周知を行う。

質疑のやり取りは一部です。

全議員による予算審査特別委

員会では、付託された予算に

ついてここに掲載した質疑を

含め4日間で85件の質疑が

行われました。

i
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予算審査

一般会計　消防費

防災担当主査

13,400食を備蓄。消費期

限の近いものを防災訓練な

どで配布し、年間4,600食

を購入予定。 R9年度に

18,000食を備蓄見込み。

災害対策備蓄事業費の備蓄

食料の状況と更新は？

一般会計　教育費

心の教室相談員について教

育相談センターに配置替え

となるが、今後は？

一般会計　教育費

特命課題担当参事

跡地予定は決まっていない。

また、光凌キャンパスの東

中が使用しない部分は道教

委の管理となる。

東中学校の移転後の跡地利

用予定は？

病院事業会計

病院事務部総務課長

収支の悪化などの理由で借

入金が14億円に達した。

事業の安定には必要である。

一般会計　教育費

部活動の拠点校方式で学校

間の移動が増加すると思う

が対応は？

学校教育課長

タクシーやバスなど公共交

通、自転車などを幅広く検

討。長期休業期間は生徒自

身での移動も視野。

病院事務部長

人件費や水道光熱費などが

費用増加の要因。患者数と

単価アップに取り組み、職

員一人ひとり経営改善に向

けたい。

事業費用が前年当初予算比

で約10億円増加しているが

今後の収益増の考えは？

一時借入金の限度額が15億

円から20億円にしているが

要因は何か？

教育相談センター所長

出動場所はセンターとなる

が、その後は従来どおり学

校の相談室で業務を行う。

※予算審査特別委員会のやり取りをＬＩＮＥ風に要約編集・再構成したものです。
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予　算

予算編成の概要を問う 総括質疑

 　予算編成における市長訓令では、総合計画の具現化、心豊かに住み続けられる

まちづくり、持続可能で健全な財政運営の３点が示された。どのように反映する

のか。

 　①総合計画の具現化・・・総合計画の基本目標に沿った事業を行う。行政情報

発信の強化や地域の特性を活かした中小企業の育成、中学校改築や空調設置

による教育環境の整備などを通し、具現化を図りたい。

　　②心豊かに住み続けられるまちづくり・・・高齢化や人口減少は本市の活力に

Ｑ

Ａ

予算編成のポイント３つ

【
基
金
】

あ
る
目
的
の
た
め
に
積
み

立
て
る
お
金

【
市
債
】

公
共
施
設
の
整
備
な
ど
の

建
設
事
業
を
行
う
た
め
に

必
要
な
資
金
を
国
や
銀
行

な
ど
か
ら
借
り
る
お
金

総合計画の総仕上げへ

大きな影響を及ぼすことから、子ども子育て

政策やDXの推進など事業の継続発展に取り

組む。

　　③持続可能で健全な財政運営・・・健全な財政

運営の維持に向け、経費の節減やふるさと納

税の推進による歳入の確保を行う。

 今  村 　 芳  彦  議員
いま むら よし ひこ

市政クラブ

まちの発展は健全な財政から

 　次期総合計画に向け、どのような１年とするのか。

 　総合計画は着実に具現化してきているが財政的に厳しい状況。職員一丸と

なって行財政改革に取り組む。

　　状況を市民の皆様に理解いただきながら、10年先を展望し邁進したい。

Ｑ

Ａ

事業の選択と集中へ

 　少子高齢化や人口減少が進むなか、過去最大の予算額が示された。持続可能で

健全な財政運営に向けた基金の繰入れと市債発行の考え方について伺う。

 　災害時の急激な財政出動への備えや公債費負担の平準化を目指し、一定の基金

残高の確保が必要。財政規律として財政調整基金と減債基金を合わせた下限額を

15億円としている。新年度の基金繰入額を前年度比約４億円減の約21億円とし

た。令和７年度当初予算を反映した基金残高は財政調整基金約12億円、減債基金

Ｑ

Ａ

基金と市債の考え方

持続可能で健全な財政運営を

 山  崎   真  由  美  議員
やま ざき ま ゆ み

市民ネット

 　「返す以上に借りない」としていた財政規律を超過する決断に至った経緯は。

 　名寄東中学校改修がポイント。先送りするより交付税措置が７割と非常に

高い合併特例債（令和７年度が期限）を活用する決断をした。

Ｑ

Ａ

約13億円。合計で財政規律の15億円以上を

守っているが、建設事業の財源対策として、

前年度を大きく上回る約50億円の市債発行

を決断した。

財政規律超過を決断

ひとくち
　メモ
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定例会

▼
第
１
回
定
例
会
が
２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開

2７

18

20

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
令
和
７
年
度
予
算
審
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
加
藤
市
長
か
ら
令
和
７
年
度
市
政
執
行
方
針
、
岸
教
育
長
か
ら
令
和
７
年

度
教
育
行
政
執
行
方
針
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
定
例
会
で
は
、
２
会
派
か
ら
代
表
質
問
と
８
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

▼
経
済
建
設
常
任
委
員
会
付
託
議
案
『
名
寄
市
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
』
、
『
名
寄
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
』
の
２
件
が
委
員
長
報
告
の
と
お
り
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

令和６年度名寄市一般会計

補正予算（第９号）につい

て審議し、原案のとおり可

決しました。

主な内容

・燃料や食料品価格など、

物価高騰の負担感が大き

い低所得者世帯への負担

の軽減を図るため、１億

5,050万円を追加しまし

た。

・ふるさと納税寄附金の増

加に伴い、寄附記念品発

送業務委託料4,000万円

を追加しました。

定
例
会
の
概
要

ピック

　アッ
プ

地域づくり総合交付金事業費

令和７年　　　
  第１回臨時会

補正 
予算

補正額9,530万円

　道北なよろ農業協同組合が実施する穀類乾燥調

製貯蔵施設整備増強工事と上川ライスターミナル

株式会社が実施する色彩選別機増強整備及びパレ

タイザー新設工事に対し、それぞれ北海道の地域

づくり創造交付金が採択されたため、9,530万円

を追加しました。

　今回の主な補正は、年度末にあたり事業の確

定に伴う事業費や人件費などの調整、また各収

支を見通し、必要な調整を行いました。

令和７年１月20日

条例
　文部科学省において令和５年３月に策定した「誰

一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対

策」を踏まえ、令和７年度から適応指導教室を教

育支援センターに改称し、教育相談体制の機能強

化など不登校対策の一層の充実に取り組むため、

条例の一部を改正しました。

名寄市教育相談センター条例の

一部改正

　

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案
第　

号
「
名

25

寄
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」
担
当
職
員

の
出
席
を
求
め
３
回
に
わ
た
っ

て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
生
活
弱
者
対
策
や
負
担
緩

和
を
念
頭
に
、
口
径
に
関
係
な

く
基
本
水
量
５
ｔ
化
を
検
討
し

た
。
ま
た
市
民
周
知
の
時
間
を

確
保
し
、　

月
か
ら
の
改
定
と

10

し
た
。
今
後
の
工
事
費
は
浄
水

場
で
２
億
２
千
万
円
、
工
務
課

関
連
で
２
億
円
と
精
査
し
た
が
、

施
設
耐
震
化
の
予
算
は
見
込
ま

れ
て
い
な
い
」
等
々
の
説
明
に

対
し
、
様
々
な
観
点
か
ら
質
疑

と
答
弁
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
、
当
委
員
会
で
は
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
し
て
、
令
和
７
年

第
１
回
定
例
会
に
報
告
し
、
水

道
料
金
の
平
均　

・　

％
の
値

18

35

上
げ
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 　

物
価
高
騰
や
人
件
費
高
騰
に

よ
る
料
金
改
定
の
必
要
性
や
公

の
施
設
の
使
用
料
に
関
す
る
認

定
基
準
の
考
え
方
、
繁
忙
期
・

閑
散
期
の
営
業
カ
レ
ン
ダ
ー
を

踏
ま
え
た
料
金
価
格
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
慎
重

に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
名
寄

市
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
条
例
第

　

条
に
係
る
宿
泊
利
用
料
金
を

13１
万
１
千
円
（
上
限
）
へ
改
正

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

経済建設常任委員会付託議案　委員長報告

水道料金平均18.35％の値上げ

名
寄
市
水
道
事
業　
　
　

給
水
条
例
の　
　
　

　
　

一
部
改
正
に
つ
い
て

名
寄
市
ピ
ヤ
シ
リ　
　
　

ス
キ
ー
場
条
例
の　

　
　

一
部
改
正
に
つ
い
て
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定例会

結　果議　　　件　　　名議案番号

原案可決令和６年度名寄市一般会計補正予算（第９号）議案第１号

令和7年 　第１回臨時会議決結果

持続可能な学校の実現をめざす意見書
意
見
書

な市共公議市政クラブ市民ネット

議 
員 
名

議　　件　　名議案番号

中
畠　

孝
幸

佐
藤　
　

靖

川
村　

幸
栄

高
橋　

伸
典

山
田　

典
幸

東　
　

千
春

東
川　

孝
義

遠
藤　

隆
男

清
水　

一
夫

今
村　

芳
彦

谷　
　
　

聡

水
間　

健
詞

高
野
美
枝
子

倉
澤　
　

宏

山
崎
真
由
美

○○×○—○○○○○○○○○○令和７年度名寄市一般会計予算議案第16号

○○×○—○○○○○○○○○○令和７年度名寄市国民健康保険特別会計予算議案第17号

○○×○—○○○○○○○○○○令和７年度名寄市水道事業会計予算議案第23号

《賛否の分かれた議案》

※公（公明）  共（日本共産党）  市（市民の声）  な（共生なよろ）  議（議長）  ※議長は表決に加わりません。

※ ○（賛成）　×（反対）　欠（欠席）　退（退席）

結　果議　　　件　　　名議案番号

原案可決名寄市ピヤシリスキー場条例の一部改正について
令和6年第4回定例会
付託議案第4号

原案可決名寄市水道事業給水条例の一部改正について
令和6年第4回定例会
付託議案第25号

原案可決
情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び
効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
理に関する条例の制定について

議案第１号

原案可決名寄市職員の定年引上げに伴う関係条例の整備に関する条例の一部改正について議案第２号

原案可決名寄市手数料徴収条例の一部改正について議案第３号

原案可決名寄市教育相談センター条例の一部改正について議案第４号

原案可決名寄市風連米乾燥調製施設条例の一部改正について議案第５号

—削除議案第６号

原案可決名寄市病院事業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について議案第７号

原案可決令和６年度名寄市一般会計補正予算（第10号）議案第８号

原案可決令和６年度名寄市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）議案第９号

原案可決令和６年度名寄市介護保険特別会計補正予算（第２号）議案第10号

原案可決令和６年度名寄市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）議案第11号

原案可決令和６年度名寄市立大学特別会計補正予算（第４号）議案第12号

原案可決令和６年度名寄市病院事業会計補正予算（第２号）議案第13号

原案可決令和６年度名寄市水道事業会計補正予算（第２号）議案第14号

原案可決令和６年度名寄市下水道事業会計補正予算（第２号）議案第15号

原案可決令和７年度名寄市一般会計予算議案第16号

原案可決令和７年度名寄市国民健康保険特別会計予算議案第17号

原案可決令和７年度名寄市介護保険特別会計予算議案第18号

原案可決令和７年度名寄市食肉センター事業特別会計予算議案第19号

原案可決令和７年度名寄市後期高齢者医療特別会計予算議案第20号

原案可決令和７年度名寄市立大学特別会計予算議案第21号

原案可決令和７年度名寄市病院事業会計予算議案第22号

原案可決令和７年度名寄市水道事業会計予算議案第23号

原案可決令和７年度名寄市下水道事業会計予算議案第24号

原案可決名寄市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について議案第25号

原案可決名寄市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について議案第26号

原案可決名寄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について議案第27号

原案可決名寄市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について議案第28号

原案可決名寄市水道事業給水条例の一部改正について議案第29号

令和7年 　第１回定例会議決結果
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質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

代表質問とは…

　会派を代表して行う質問のこと。名寄市では通常、第１回定例会で行わ

れますが、改選等により市長が就任した場合は市長就任後、初となる定

例会で行われます。

代表質問

代表質問①

 
　

新
年
度
に
お
け
る
新

規
事
業
を
含
め
た
重
点

施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

 
　

名
寄
中
学
校
整
備
事

業
、
一
般
廃
棄
物
中
間

処
理
施
設
建
設
事
業
の

負
担
金
、
名
寄
東
中
学

校
整
備
事
業
、
小
中
学

校
の
空
調
設
置
工
事
、

子
ど
も
子
育
て
施
策
の

充
実
に
向
け
た
事
業
の

展
開
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

オ
ン
ラ
イ
ン
化
事
業
に

よ
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
、

将
来
に
わ
た
っ
て
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
く
。

ＱＡ

夢あるまちづくりを

 
　

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
で
候
補

地
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、

整
備
目
標
年
度
及
び
具

体
的
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

 
　

再
配
置
計
画
に
ず
れ

が
生
じ
て
お
り
内
容
、

期
間
を
改
め
て
検
討
す

る
が
、
施
設
整
備
は
重

要
な
課
題
と
考
え
て
い

る
。
人
口
減
に
耐
え
う

る
持
続
可
能
で
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
に
、

「
株
式
会
社
ま
ち
づ
く

り
名
寄
」
と
連
携
し
、

令
和
７
年
度
前
半
に
は

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
議

ＱＡ

論
を
活
性
化
さ
せ
た
い
。

 
　

運
用
開
始
か
ら
１
年

が
経
過
し
た
ヨ
ロ
カ
の

利
用
促
進
に
向
け
、
成

果
と
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。

 
　

ヨ
ロ
カ
の
利
用
金
額

は
マ
ネ
ー
利
用
、
ポ
イ

ン
ト
を
含
め
て
令
和
７

年
１
月
末
で
５
億
５
千

万
円
相
当
額
が
市
内
で

循
環
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
関
係
団
体
と
の
連

携
を
強
化
し
、
事
業
・

販
促
事
業
な
ど
の
各
種

取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
く
。

 
　

少
子
化
が
急
速
に
進

む
な
か
、
大
学
の
特
色

と
魅
力
を
活
か
し
学
生

か
ら
選
ば
れ
る
大
学
と

し
て
、
在
り
方
検
討
委

員
会
で
の
議
論
経
過
と

今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

ＱＡＱ

 
　

こ
れ
ま
で
の
委
員
会

の
中
で
深
堀
り
の
意
見

が
出
た
こ
と
か
ら
、
法

人
化
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
含
め
、
設

置
・
運
営
形
態
に
つ
い

て
令
和
７
年
度
中
に
一

定
の
方
向
、
結
論
を
出

す
こ
と
を
目
指
し
て
い

く
。

【
他
の
質
問
】

　

人
材
確
保
・
育
成
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
王

子
マ
テ
リ
ア
跡
地
活
用

に
向
け
て
、
教
育
行
政

に
つ
い
て

Ａ

複
合
施
設
の
建
設
目
途
は

ヨ
ロ
カ
の
運
用
と
課
題
は

名
寄
市
立
大
学
の
あ
り
方
は

学生から選ばれる大学を目指したスピード感のある議論を

新
年
度
の
重
点
施
策
は

市政クラブ

東 川 　 孝  義  議員
かわ たか よしひがし
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市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

二次元コードより発言の様子を見ることができます

代表質問

代表質問は…

　発言順序は多数会派から少数会派の順に行います。制限時間は質問答弁

を含め、2時間以内としています。
代表質問②

 
　

平
和
憲
法
の
基
本
姿

勢
を
明
確
に
し
、
非
核

平
和
都
市
宣
言
を
着
実

に
推
進
す
る
考
え
に
つ

い
て
。

 
　

非
核
三
原
則
を
堅
持

し
「
非
核
平
和
都
市
宣

言
」
に
計
り
核
兵
器
の

廃
絶
と
恒
久
平
和
を
考

え
る
機
会
を
提
供
し
て

き
た
。
戦
後　

年
の
今

80

年
は
「
ヒ
ロ
シ
マ
平
和

学
習
受
け
入
れ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
中
学
生
が
参

加
予
定
。

 
　

一
般
会
計
予
算
額
は

過
去
最
大
規
模
の
約
２

ＱＡＱ

夢と希望が持てる名寄市

８
４
億
円
で
前
年
比
約

　

億
円
増
。
要
因
と

41な
っ
た
事
業
の
議
論
経

過
と
今
後
の
財
政
に
つ

い
て
。

 
　

名
寄
東
中
学
校
の
改

修
工
事
は
国
の
補
助
金

が
見
込
め
ず
一
般
財
源

の
み
。
市
債
発
行
額
が

市
の
財
政
規
律
を
超
過

す
る
難
し
い
判
断
だ
っ

た
が
、
未
耐
震
校
舎
を

な
く
し
子
ど
も
の
安
全

安
心
を
第
一
と
し
、
産

業
高
校
の
閉
校
を
考
慮

し
改
修
す
べ
き
と
判
断
。

基
金
残
高
や
公
債
費
の

状
況
か
ら
厳
し
い
財
政

状
況
の
た
め
、
財
政
規

Ａ

律
の
見
直
し
、
行
財
政

改
革
を
進
め
る
。

 
　

移
転
構
想
検
討
中
の

名
寄
東
病
院
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
。

 
　

地
域
医
療
構
想
や
地

域
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
考

慮
し
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン

グ
放
射
線
や
検
査
な
ど

医
療
資
源
の
共
用
に
よ

る
コ
ス
ト
削
減
、
市
立

病
院
の
混
雑
緩
和
を
目

的
と
し
た
が
医
療
法
上

の
制
約
や
敷
地
面
積
不

足
、
概
算
事
業
費
の
高

騰
等
課
題
が
明
ら
か
に

な
り
、
整
備
計
画
を
再

検
討
す
る
。

 
　

不
登
校
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

 
　

全
国
と
同
様
に
増
加

傾
向
。
や
る
気
が
出
な

い
、
生
活
リ
ズ
ム
の
不

調
、
友
人
関
係
等
が
要

ＱＡＱＡ

因
。
適
応
指
導
教
室
を

教
育
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
名
称
変
更
。
従

来
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型

支
援
の
充
実
を
図
る
。

不
登
校
兆
候
の
早
期
段

階
で
児
童
生
徒
が
校
内

で
心
を
落
ち
着
か
せ
、

安
心
し
て
学
べ
る
場
所

等
を
整
え
て
い
き
た
い
。

【
他
の
質
問
】

　

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
、
高
齢
者
福
祉
、
大

学
教
育
の
充
実　

他

地
域
医
療
の
充
実

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

老朽化した東病院。移転か改修か？

今
後
の
財
政
展
望

平
和
が
一
番

 高  野   美  枝  子  議員
たか の み え こ

市民ネット
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質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

災害に備えて安全・安心を

い
る
の
か
伺
う
。

 
　

次
期
一
般
廃
棄
物
中

間
処
理
施
設
が
供
用
開

始
と
な
る
令
和
９
年
４

月
を
目
標
に
作
成
す
る
。

【
他
の
質
問
】

　

名
寄
Ｉ
Ｃ
拠
点
化
構
想

に
つ
い
て

Ａ

連
携
し
て
計
画
の
作
成

に
努
め
る
。

 
　

過
去
に
何
回
か
質
問

し
た
が
、
い
ま
だ
に
未

作
成
で
あ
る
が
、
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

Ｑ

 
　

令
和
６
年
度
市
防
災

訓
練
の
評
価
と
反
省
を

踏
ま
え
て
、
新
年
度
以

降
の
防
災
訓
練
を
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
伺
う
。

 
　

新
年
度
に
市
民
参
加

型
の
防
災
事
業
を
計
画

し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト

形
式
の
防
災
教
室
と
避

難
所
開
設
・
受
け
入
れ

と
避
難
訓
練
を
検
討
し

て
い
る
。

 
　

令
和
６
年
５
月
に
名

寄
市
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
取
扱
要
綱
を
全

部
改
正
し
、
そ
の
後
、

個
別
避
難
確
保
計
画
の

現
況
に
つ
い
て
伺
う
。

 
　

地
域
や
関
係
部
署
と

ＱＡＱＡ 市
防
災
訓
練
に
つ
い
て

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
す
。
地
域
の
資

源
を
最
大
限
に
活
か
し

て
、
人
口
の
自
然
減
と

社
会
減
対
策
を
進
め
、

将
来
に
わ
た
っ
て
自
律

的
で
持
続
的
な
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
す
。

【
他
の
質
問
】

　

障
が
い
者
福
祉
の
推
進

に
つ
い
て

電
子
地
域
通
貨
ヨ
ロ
カ

に
よ
る
地
域
経
済
活
性

化
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
る
ー
と

の
運
行
、
王
子
マ
テ
リ

ア
名
寄
工
場
跡
地
へ
の

新
た
な
産
業
誘
致
に
よ

る
雇
用
の
創
出
な
ど
、

地
域
の
将
来
を
見
据
え

た
事
業
を
推
進
し
、
安

 
　

人
口
減
少
や
労
働
力

減
少
な
ど
に
よ
る
本
市

へ
の
影
響
と
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

 
　

２
０
４
０
年
の
人
口

推
計
は
１
９
７
１
２
人

で
あ
り
、
２
０
２
０ 
年

に
比
べ
約　

％
の
減
少

28

が
予
想
さ
れ
、
ビ
ジ
ョ

ン
推
計
よ
り
も
人
口
減

少
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
。
対
策
と
し
て
、
名

寄
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に

基
づ
き
、
国
の
地
方
創

生
関
係
交
付
金
や
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
取
り
組
み
、
外

国
人
材
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
よ
る
人
手
不

足
や
地
域
振
興
対
策
、

ＱＡ

住みつづけたいまちづくり
2
0
4
0
問
題
に
つ
い
て

「住み慣れた地域で住み続けられる」
支援・対策を

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

に
つ
い
て

名寄市ハザードマップ

個
別
避
難
確
保
計
画
に

つ
い
て

，

市政クラブ

 清  水 　 一  夫  議員
し みず かず お

 遠  藤 　 隆  男  議員
えん どう たか お

市政クラブ
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市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

二次元コードより発言の様子を見ることができます

一般質問

行政手続きのデジタル化を

 
　

登
録
施
設
は
公
共
施

設
で
５
、
民
間
施
設
で

３
あ
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
検
索
で
き
る
。
未

登
録
の
公
共
施
設
で
は

令
和
５
年
度
に
設
置
状

況
調
査
を
行
っ
た
。
授

乳
室
を
設
置
し
て
い
る

施
設
で
は
市
で
統
一
し

た
表
示
板
を
掲
示
し
て

い
る
。
授
乳
室
の
な
い

施
設
で
は
空
き
部
屋
を

案
内
し
対
応
。

Ａ

ン
ラ
イ
ン
化
事
業
を
盛

り
込
ん
だ
。
国
の
母
子

手
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

応
援
ア
プ
リ
の
活
用
、

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
の
情
報
を
注
視
す

る
。

 
　

安
心
し
て
授
乳
・
搾

乳
で
き
る
公
共
施
設
の

環
境
整
備
と
周
知
に
つ

い
て
。

Ｑ

 
　

国
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
の
「
ぴ
っ
た
り
サ
ー

ビ
ス
」
の
活
用
と
子
育

て
応
援
ア
プ
リ
の
導
入

を
。

 
　

提
供
し
て
い
る　

手
33

続
き
の
う
ち
転
入
転
出

関
係
、
罹
災
証
明
書
関

係
、
子
育
て
・
介
護
関

係
の
手
続
き
を
令
和
５

年
に
開
始
し
、
転
出
届

　

件
、
転
入
は
２
件
の

81利
用
。
利
用
が
多
い
手

続
き
は
ラ
イ
ン
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
手

続

き

の

プ

ラ

ッ

ト

フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る

た
め
、
令
和
７
年
度
予

算
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
オ

ＱＡ オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
推
進
を

安
心
し
て
授
乳
で
き
る

環
境
を

子育て世帯が安心して授乳・搾乳できる
公共施設の環境整備を

た
取
り
組
み
状
況
は
。

 
　

昨
年
６
月
の
閉
鎖
後

の
意
向
を
受
け
た
際
に

も
再
設
置
へ
の
陳
情
活

動
と
日
弁
連
へ
の
申
入

れ
の
意
思
を
伝
え
た
。

３
月
下
旬
に
旭
川
弁
護

士
会
が
再
度
訪
れ
る
の

で
再
設
置
に
向
け
た
話

が
聞
け
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
の
対
応
に
向

け
し
っ
か
り
議
論
を
交

わ
し
て
い
き
た
い
。

Ａ

 
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
状

況
も
劇
的
に
変
化
し
て

お
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
計
ら
い
広
域
観
光
団

体
で
の
取
り
組
み
を
提

起
し
て
い
く
。

 
　

昨
年
７
月
に
市
内
公

設
法
律
事
務
所
が
閉
鎖
、

市
民
の
法
律
相
談
の
受

皿
が
な
く
な
っ
た
。
閉

鎖
後
の
再
設
置
に
向
け

ＡＱ

 
　

上
川
北
部
へ
の
観
光

誘
客
を
図
る
た
め
旭
川

空
港
か
ら
本
市
へ
の
直

行
バ
ス
の
運
行
が
効
果

的
と
考
え
る
が
。

 
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
上
川
北
部
９
市
町
村

で
構
成
さ
れ
る
道
北
観

光
連
盟
に
提
案
し
、
可

能
性
に
つ
い
て
調
査
研

究
し
て
い
く
。

 
　

空
港
か
ら
の
二
次
交

通
の
整
備
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
、
国
内
観
光
客
の

誘
客
は
も
と
よ
り
、
こ

の
地
域
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
。
直
行
バ
ス
の

実
証
運
転
か
ら
で
も
ス

タ
ー
ト
で
き
な
い
か
。

ＱＡＱ

空港を拠点とした観光振興を
空
港
か
ら
の
二
次
交
通

の
整
備
を

就航路線が拡大され利用者増が
期待される旭川空港

公
設
法
律
事
務
所
の
再

設
置
へ

 高  橋 　 伸  典  議員
たか はし しん すけ

公　明

 倉  澤 　 宏  議員
くら さわ ひろし

市民ネット
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質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

鉄道資源の有効活用について

今
後
決
定
さ
れ
る
。

 
　

自
転
車
道
な
ど
の
環

境
整
備
は
。

 
　

今
回
の
実
証
運
行
で

は
予
定
し
て
い
な
い
が
、

対
応
が
必
要
な
状
況
に

な
れ
ば
国
や
道
と
の
連

携
が
必
要
に
な
る
。

【
他
の
質
問
】

　

中
教
審
答
申
に
照
ら
し

た
名
寄
市
立
大
学
の
現

在
ＱＡ

イ
ン
が
実
証
運
行
さ
れ

る
が
、
期
間
と
方
法
は
。

 
　

宗
谷
本
線
で
初
め
て

の
試
み
で
あ
り
、
ま
ず

は
事
前
申
込
の
団
体
列

車
の
運
行
を
予
定
し
て

い
る
。
自
転
車
を
解
体

せ
ず
そ
の
ま
ま
車
内
に

持
ち
込
み
、
利
用
者
自

身
で
固
定
し
て
も
ら
う
。

具
体
的
な
運
行
ル
ー
ト

や
時
期
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
の
調
整
で

Ａ

 
　

本
年
７
月　

日
か
ら

19

　

日
ま
で
「
キ
マ
ロ
キ

21ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

る
が
、
そ
の
内
容
は
。

全
国
に
向
け
た
広
報
を

お
願
い
し
た
い
が
。

 
　

現
在
キ
マ
ロ
キ
保
存

会
で
検
討
中
だ
が
、
開

会
式
で
の
も
ち
ま
き
、

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
蒸
気
機
関
車

の
乗
車
体
験
、
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
、
キ
マ
ロ
キ

清
掃
体
験
、
キ
マ
ロ
キ

グ
ッ
ズ
の
作
成
な
ど
を

予
定
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
も
活
用
し
発
信
し
た

い
。

 
　

令
和
７
年
度
に
宗
谷

本
線
で
サ
イ
ク
ル
ト
レ

ＱＡＱ キ
マ
ロ
キ
展
示
保
存　

年
50

整
し
準
備
を
進
め
る
。

構
想
策
定
時
期
は
新
た

な
協
議
会
で
議
論
す
る

が
、
高
規
格
道
路
開
通

を
見
据
え
速
や
か
に
取

り
組
む
。

報
酬
の
取
り
漏
れ
を
防

ぐ
、
患
者
数
を
増
や
し

医
業
収
益
を
上
げ
る
な

ど
考
え
ら
れ
る
取
り
組

み
は
全
て
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 
　

協
議
会
の
設
立
及
び

Ｑ

 
　

約
９
億
円
の
赤
字
見

込
み
と
の
こ
と
だ
が
、

過
去
に
こ
の
よ
う
な
赤

字
決
算
は
あ
っ
た
か
。

 
　

地
方
公
営
企
業
法
の

改
定
に
よ
り
多
額
の
引

当
金
を
計
上
し
た
平
成

　

年
度
を
除
き
、
例
の

26な
い
赤
字
と
な
る
。

 
　

赤
字
の
要
因
分
析
と

赤
字
を
解
消
す
る
た
め

の
方
策
は
。

 
　

要
因
と
し
て
患
者
数

減
少
や
人
件
費
、
各
種

経
費
の
高
騰
に
診
療
報

酬
額
の
改
定
が
追
い
付

い
て
い
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
経
営
改
善

に
特
効
薬
は
な
い
が
、

基
本
に
立
ち
返
り
診
療

ＱＡＱＡ

市立総合病院の収支状況
今
年
度
の
赤
字
見
込
み

に
つ
い
て

名寄市立総合病院

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の

実
証
運
行

大切に保存されるキマロキ
冬季はシートで覆われる

名
寄
Ｉ
Ｃ
拠
点
化
構
想

に
つ
い
て

基
本
構
想

策
定
の
時

期
は
。

 
　

新
た
な

協
議
会
は

国
の
補
助

制
度
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
に

合
わ
せ
、

関
係
機
関

や
民
間
事

業
者
と
調

Ａ

 中  畠 　 孝  幸  議員
なか はた たか ゆき

共生なよろ

 谷 　　 聡  議員
たに さとし

市政クラブ
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市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

二次元コードより発言の様子を見ることができます

一般質問

持続可能なスポーツと産業

行
わ
な
い
予
定
。
部
活

動
は
平
日
の
活
動
の
み
。

休
日
の
活
動
は
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
に
参
加
。
平

日
も
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

と
し
て
行
え
る
種
目
は
、

平
日
の
部
活
動
も
な
く

な
る
予
定
。

【
他
の
質
問
】

　

経
営
者
の
後
継
者
対
策

に
つ
い
て

　

３
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
少

年
団
、
学
校
、
行
政

な
ど
に
よ
る
情
報
共

有
の
場
、
意
見
交
換

の
場
が
必
要
。
地
域

移
行
に
向
け
た
地
域
、

学
校
、
行
政
等
の
連

携
協
力
等
。

 
　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

 
　

令
和
７
年
夏
か
ら
運

動
部
活
動
を
拠
点
校
方

ＱＡ

 
　

２
月
上
旬
に
保
護
者

説
明
会
が
実
施
さ
れ
各

競
技
団
体
と
の
交
渉
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
推

察
す
る
が
、
課
題
な
ど

は
。

 
　

部
活
動
改
革
推
進
協

議
会
を
設
置
し
課
題
な

ど
を
把
握
し
た
と
こ
ろ
。

課
題
・
意
見
と
し
て
は

　

１
地
域
ク
ラ
ブ
の
運
営

主
体
や
指
導
者
活
動

場
所
、
受
け
皿
の
確

保
。

　

２
移
動
に
か
か
る
運
行

財
源
の
確
保
や
指
導

者
の
報
酬
、
活
動
場

所
の
使
用
料
の
受
益

者
負
担
等
財
源
の
確

保
、
保
護
者
の
費
用

負
担
。

ＱＡ 部
活
動
の
地
域
移
行

 
　

大
学
が
策
定
し
た
将

来
構
想
（
２
０
１
７
〜

２
０
２
６
年
度
）
に
あ

り
方
の
検
討
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
が
、
学
内

で
議
論
が
さ
れ
て
い
な

い
。
大
学
設
置
者
と
し

て
危
機
感
を
感
じ
て
い

る
。

【
他
の
質
問
】

　

人
権
尊
重
と
男
女
共
同

参
画
社
会
に
か
か
わ
っ

て
Ａ

し
て
い
く
た
め
に
学
識

経
験
者
、
大
学
の
専
門

分
野
に
関
す
る
有
識
者
、

市
内
関
係
団
体
の
代
表

者
な
ど
で
構
成
す
る
委

員
会
を
設
置
、
議
論
い

た
だ
い
て
い
る
。

 
　

大
学
認
証
評
価
受
審
、

大
学
院
設
置
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
な
か
、

市
長
部
局
に
特
命
課
題

担
当
参
事
を
設
置
す
る

な
ど
急
い
で
い
る
よ
う

に
感
ず
る
が
。

Ｑ

 
　

市
政
執
行
方
針
で
、

適
切
な
組
織
形
態
の
検

討
、
学
生
確
保
と
地
域

へ
の
貢
献
を
め
ざ
す
と

述
べ
、
維
持
・
発
展
に

必
要
な
経
営
形
態
等
検

討
す
る
た
め
に
在
り
方

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

令
和
７
年
度
中
に
一
定

の
方
向
・
結
論
を
出
し

た
い
と
し
て
い
る
。
改

め
て
設
置
の
目
的
、
意

義
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

 
　

今
後
さ
ら
な
る
少
子

化
で
大
学
進
学
者
数
も

減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

名
寄
市
立
大
学
が
市
民

に
と
っ
て
価
値
が
あ
り
、

学
生
か
ら
選
ば
れ
る
大

学
と
し
て
維
持
・
発
展

ＱＡ

学生が主人公の名寄市立大学
名
寄
市
立
大
学
在
り
方

検
討
委
員
会
に
つ
い
て

令和７年度名寄市立大学入学式

スポーツ・文化活動に継続してかかわれる環境の確保を

式
で
活
動

場
所
を
１

つ
と
し
、

地
域
移
行

に
向
け
た

準
備
を
進

め
る
。
令

和
８
年
夏

か
ら
は
休

日
の
運
動

部
活
動
を

 水  間 　 健  詞  議員
みず ま けん じ

市政クラブ

 川  村 　 幸  栄  議員
かわ むら ゆき え

日本共産党
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トピックス

左
図
の
よ
う
に
ゴ
ミ
の
分
別
等
が
大

き
く
変
更
と
な
り
ま
す
。
受
入
体
制

や
料
金
な
ど
の
詳
細
は
市
広
報
等
を

通
じ
、
随
時
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
埋
め
立
て
て
い
た
不
燃
・

粗
大
ゴ
ミ
を
破
砕
し
、
焼
却
処
理
を

可
能
と
す
る
施
設
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
最
終
処
分
場
の
大
幅
な
延
命
が

図
ら
れ
ま
す
。

議員協議会

※この日程は変更になる場合がありますのでご確認のうえ、市役所４階の議場までお越しください。

　たくさんの方の傍聴をお待ちしています。

※議場での音声を鮮明に聴くため、携帯型受信機をご用意しています。

  6月16日（月）〜6月25日（水）です次の定例会開会予定は…

（
仮
称
）
名
寄
地
区
一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
は
令
和
９
年
４
月
か
ら
の
運

用
を
目
指
し
、
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。（
名
寄
地
区
衛
生
施
設
事
務
組
合
）

○林活議連：地域材の利用促

進に向けた勉強会

○議員会新年研修会：演題「世

界情勢と日本、地域を振興

していくということ」

　講師：名寄市総合政策部交

流推進課　藤井　智　氏

○議員協議会：まち・ひと・

しごと創生総合戦略の改正

について

その他の議会活動

【お問い合わせ】

　議会事務局　☎③2111

 （内線3425・3426）

「
一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
」っ
て
何
？

施設愛称は今後公募する予定

＜施設フロー図＞

＜施設全景イメージ＞

議会を代表して
活動報告をお届
けします

　

今
定
例
会
で
は
、
代
表
質
問

に
２
会
派
、
一
般
質
問
に
８
名

の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

全
体
的
に
は
、
議
員
の
質
問

の
意
図
が
適
切
に
執
行
者
側
に

伝
わ
っ
た
う
え
で
の
議
論
へ
と
、

概
ね
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
と

感
じ
た
一
方
で
、
情
報
収
集
、

調
査
の
不
足
に
よ
り
、
説
得

力
・
訴
求
力
に
欠
け
る
質
問
も

散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
が
提
案
さ
れ
、

予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い

て
審
査
を
行
い
原
案
可
決
し
ま

し
た
が
、
非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
で
の
市
政
運
営
と
な
り
ま

す
。

　

議
会
と
し
て
の
役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
、
引
き
続
き
議
員
の

意
識
と
行
動
の
改
革
、
資
質
の

向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 山  田 　 典  幸  議長
やま だ のり ゆき
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委員会報告

「
複
合
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」

●
複
合
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

道
内
外
の
行
政
視
察
と
対
象
施

設
の
確
認
等
を
行
い
進
め
て
き

ま
し
た
。

●
名
寄
市
に
お
け
る
公
共
施
設
等

の
約
半
数
が　

年
以
上
を
経
過

30

し
て
い
ま
す
。

●
公
共
施
設
再
配
置
に
向
け
て
人

口
減
少
、
財
政
基
盤
の
確
保
な

ど
、
官
民
連
携
で
の
取
り
組
み

が
重
要
で
す
。

●
街
な
か
へ
の
複
合
施
設
整
備
に

向
け
て
、
敷
地
確
保
な
ど
課
題

も
多
く
あ
り
ま
す
。

●
複
合
施
設
は
コ
ン
セ
プ
ト
を
明

確
に
し
、
将
来
を
見
据
え
た
再

配
置
が
重
要
で
す
。

●
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
場
所
に
立

地
し
て
、
複
合
的
な
機
能
を
持

ち
、
人
の
流
れ
を
呼
び
込
む
施

設
が
必
要
で
す
。

●
優
先
整
備
候
補
地
を
含
め
、
株

式
会
社
ま
ち
づ
く
り
名
寄
と
連

携
し
な
が
ら
、
早
期
に
一
定
の

イ
メ
ー
ジ
が
描
け
る
施
策
推
進

が
必
要
で
す
。

●
計
画
に
対
す
る
市
民
を
巻
き
込

ん
だ
議
論
を
、
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

「
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
」

●
空
き
家
の
推
移
、
実
態
と
傾
向
、

名
寄
市
の
空
き
家
の
状
況
、
空

き
家
対
策
、
空
き
家
対
策
特
別

措
置
法
、
財
産
管
理
制
度
、
発

生
抑
制
、
補
助
の
利
用
促
進
・

除
却
の
促
進
な
ど
に
つ
い
て
研

修
し
ま
し
た
。

●
名
寄
市
内
４
か
所
の
廃
墟
空
き

家
の
現
地
状
況
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

●
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
道
内

外
で
の
行
政
視
察
を
行
い
、
研

修
し
ま
し
た
。

●
居
住
環
境
の
維
持
・
向
上
を
図

る
た
め
に
は
、
市
街
地
の
管
理

小清水町庁舎内に併設された、平常時・
非常に利用できるコインランドリー

総
務
文
教

　

常
任
委
員
会

市
民
福
祉

　

常
任
委
員
会

より活発で多様な意見を施策に反映し、市民福祉の向上に資する常任委員会の運営を行うため、

5月1日より3常任委員会から2常任委員会に移行します。

常任委員会活常任委員会活動動 ２年間のまとめ

テ
ー
マ

現
状
の
課
題

活
動
内
容

今
後
に
向
け
て

テ
ー
マ

現
状
の
課
題

活
動
内
容
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委員会報告

「
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
着
目

し
た
産
業
振
興
に
つ
い
て
」

▼
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
農
業
協
同
組

合
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体

及
び
行
政
担
当
者
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

▼
市
外
先
進
地
に
お
け
る
視
察
及

び
市
内
施
設
で
の
状
況
確
認
を

行
い
ま
し
た
。

●
人
手
不
足
の
解
消
や
後
継
者
の

育
成

●
農
産
物
流
通
の
手
段

●
有
害
鳥
獣
被
害
の
対
策

▼
人
手
不
足
解
消
を
目
指
す
農
福

不
全
空
き
家
に
対
し
、
国
の
補

助
金
を
含
め
た
空
き
家
等
解
体

助
成
事
業
を
活
用
し
、
解
決
す

る
こ
と
が
課
題
で
す
。

●
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
空
き
家
除
却
に

関
す
る
事
業
、
空
き
家
を
円
滑

な
活
用
に
向
け
た
事
業
、
空
き

家
の
発
生
を
抑
制
す
る
事
業
等

を
推
進
し
ま
す
。

●
持
続
可
能
な
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
調
査
・

研
究
を
進
め
ま
す
。

連
携
で
は
、
障
が
い
者
を
単
に

労
働
力
と
見
る
の
で
は
な
く
、

農
業
者
自
身
が
障
が
い
者
の
視

点
と
着
想
を
得
て
、
と
も
に
働

き
な
が
ら
生
産
性
・
収
益
性
を

上
げ
、
持
続
可
能
な
農
業
を
目

指
し
、
さ
ら
な
る
調
査
・
研
究

を
進
め
ま
す
。

▼
流
通
に
お
い
て
は
、
北
・
北
海

道
中
央
圏
域
定
住
自
立
圏
構
想

と
道
北
地
域
市
町
村
の
基
幹
産

業
を
結
ん
だ
広
域
連
携
を
一
層

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

空き家の現地状況調査

多くの作物を生み出す名寄市の豊かな農地

議会日誌（２月〜４月まで）

１回市民福祉常任委員会６日名寄市議会（本会議）

１回経済建設常任委員会５回議会運営委員会

２回議会報特別委員会２回議員協議会

１回総務文教常任委員会

詳しい議会活動は、議会

ホームページでご覧いた

だけます

名寄市議会ホームページ

経
済
建
設

　

常
任
委
員
会

今
後
に
向
け
て

テ
ー
マ

活
動
内
容

現
状
の
課
題

今
後
に
向
け
て
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　約30年前に同僚から手作り

でカヌーを造らないかとの誘

いがあり、ナヨロカヌークラブに入会。不器用な

がらも作成して、休日は仲間と練習を兼ねて川下

りを楽しんでいました。

　現在は北海道遺産「北の大河・天塩川」で実施

しているダウン・ザ・テッシ-オ-ペッ（天塩川リ

バーツーリング）の実行委員として参加し、流域

市町村のクラブ員の仲間達、道内外、国外からの

参加者も増えるなか、地域の情報発信や交流を深

めています。天塩川でのカヌーツーリングは、太

古より変わらない自然を水面からの視線で四季

折々の風景、水鳥や動物の他、秋には遡上する鮭

の姿などが見られ、下るたびに違った感動があり

川の語源、川の中の岩の連なる「テッシ」や浅瀬、

急流と変化に富んだ魅力一杯の川です。皆様もカ

ヌーを通じて天塩川の大自然を楽しみませんか。

クラブ員募集中です。

　先日、所用で旭川へ行く途中

に道央道塩狩峠付近で、前を

走っていたタンクローリーが中央分離帯の雪山に

突っ込み、ジャックナイフ状態となって走行車線

を完全にふさいでしまいました。幸い怪我人など

はいなかったものの、一般道へ脱出するまで2時

間以上缶詰状態となりました。中には引っ越しの

最中で、あと3時間で帯広に着かなければと困っ

ている人もいましたが、それでも事故処理中の関

係者に文句も言わず待ち続ける姿に、北海道の人

はみんなおおらかだなあと、しみじみ感じました。

　さて本題ですが、その時にパトカーの先導で高

速道路上での逆走を初めて体験しましたが、標識

類がすべて逆向きになっていて、これにはすぐに

気づくだろうと思いました。しかし、この違和感

を感じなくなるのが高齢者なんだろう・・・10年

後、私は大丈夫だろうか。

編

集

後

記

一
気
に
雪
解
け
が
進
み
、
春
の

気
配
が
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
予
算
審
査
を
含

む
、
令
和
７
年
第
１
回
定
例
会

が
閉
会
し
ま
し
た
の
で
、
審
査

状
況
等
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

▼
議
員
の
任
期
も
折
り
返
し
と

な
り
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
も

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

「
読
み
た
く
な
る
議
会
だ
よ
り

を
」
の
声
を
指
針
に
先
進
地
の

議
会
だ
よ
り
を
お
手
本
と
し
、

新
人
議
員
の
感
性
も
大
切
に
し

な
が
ら
編
集
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
ご
近
所
や
職
場
な
ど

で
話
題
に
し
て
い
た
だ
け
る
と

大
変
う
れ
し
い
の
で
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
▼
引
き
続
き

文
字
は
少
な
め
に
、
空
間
の
活

用
と
写
真
の
活
用
で
よ
り
見
や

す
い
紙
面
に
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

感
想
等
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

議
会
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

川
村 
幸
栄

名寄市議会だよりは再生紙を使用しています。

資源を大切に、ごみの減量・リサイクルにご協力下さい。

議会だより　なよろ　第76号　令和7年5月1日
発行:名寄市議会　編集:議会報特別委員会　印刷:㈲喜多印刷所
◆TEL（01654）３−２１１１

きぼう

カヌーを通して天塩川

 須  釜   弘  美 
す がま ひろ み

歳はとりたくない

 渡  辺   和  美 
わた なべ かず み

　私たち名寄中学校美術部は現在24名で創作活動をし

ています。普段は月別課題イラストに取り組み、画力の

向上を図っています。夏休みは風連陶芸センターでマグ

カップを作ったり、サンピラー公園のひまわり畑で写真

撮影会をするなど地元の施設を利用しています。また年

2回旭川美術館に鑑賞に行っています。和気あいあいと

活動しています。

表紙の写真は「名寄中学校美術部」です。


